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序
菊池利夫氏の『新田開発』（１）によれば一‐江戸時代の
新
田
開
発
は
前
後
三
回
の
開
発
隆
盛
期
と
、
そ
の
中
間
に
は
さ
ま
れた二回の開発衰微期が存在した。」としておられる。
開発隆盛期の第一回は寛永（一六一一四）より寛文（一六
七三）に至る約五○年間、第二回は元禄（一六八八’一
七○四）末より延享（一七四四’一七四八）に至る期間
で
享
保
期
が
そ
の
中
心
と
な
る
。
第
三
回
は
寛
政
改
革
二
七
八
九）以降明治に至る。
そ
し
て
第
一
回
の
開
発
隆
盛
期
に
於
て
は
全
国
的
に
見
て
圧
倒
的
に
「
水
田
」
が
多
く
造
成
さ
れ
た
。
水
田
の
開
発
に
は
築
堤
工
事、潅漉用水工事が行われたのである。
第二回の開発隆盛期に於ては「畑作地」に開発の重点
法
政
史
学
第
一
五
号
川
越
藩
に
お
け
る
三
富
の
新
田
開
発
Ｉ
土
地
構
成
と
そ
の
後
の
階
層
分
化
Ｉ
が移って行った。蓋し洪積台地や火山の裾野といった潅
慨用水路工事の、前期に比し、より困難な地域へ開発が
進められて行ったのであろう。
サントメ
私がここに紹介しようとする一二富新田は、その第一一期
に当り、元禄七年（一六九四）より同九年（一六九六）
に
か
け
て
開
発
さ
れ
た
洪
積
台
地
上
の
新
田
で
、
勿
論
「
畑
作
地
」
で
あ
り
、
潅
漉
の
必
要
は
な
か
っ
た
が
、
集
落
立
地
上
飲
料
水を得ることの困難な乏水性地域である。この点に就て
は矢島仁吉博士（２）が地理学的立場より深く研究してお
ら
れ
る
。
三
富
の
場
合
飲
料
水
は
井
戸
に
頼
っ
て
い
る
の
で
あ
る。新田の開発は川越藩の藩営新田として大規模な計画の
下に開拓が進められていった。
元禄七年（一六九四）乃至同九年（一六九六）にかけ
永
浜
先
義
七○
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ての開拓後も漸次開拓が行われており、これに就ては余
り今日まで注目されておらなかったが、階層分化という
観点からこの問題を取上げて糸た。三富（３）とは上富、
中富、下富の総称で、行政区画上は上冨は三芳村、中富
と下富は富岡村となり後、所沢市に編入された。
三富の新田開発に就ては、歴史的方面から、或は地理
的方面から研究がなされているが、案外詳細な点は解明
されていない。蓋し川越藩は度を藩主が替り、柳沢侯時
代の藩の史料が散快しているためであろう。
本研究に当り多福寺住職、柳沢文雄師は好意ある史料
の提供を快諾された。衷心より御礼を申し上げたい。ま
た東京教育大の渡辺一郎講師の示唆を得たことも記して
ここに謝意を表したい。
｜、開拓前の状況
川越市の南一○粁、所沢市の北五粁の地一帯は東西三
六○○米、南北五一○○余米の立野（管林）で広義たる
原野、雑木林であった。明暦万治の頃（一六五五’一六
六一）から周囲の村々の入会地で、百姓が野銭（使用料）
を川越藩に納めて秣場として秣や茅、落葉や薪を採集し
ていた。
周辺の天領旗本領の村々の百姓と川越藩の野守との間
川越藩における一一一富の新田開発（永浜）
に争論が起り、幕府の評定所で裁判が行われた。その判決
文により結局川越領である事が確認され、其処の開拓は
川越藩の領主の心次第（勝手）であるという事になった。
立野争論解決の証書（４）
武窃大和田村、下宿村、城村、本郷村、日比田村、坂下村、
中野村、藤間村、岸村並追訴館村、中野村、大井村、野田村、
笹井村、根岸村、上広瀬村与川越領野守秣場課論之事。為し
検一度平岡三郎右衛門、池田新兵衛『差遣検分処、四拾六年以前
川越領江野銭納レ之侯。他領弐拾九筒村之百姓野銭場江致一一新
開三付、野守訴レ之節宮城越前守、北条新蔵、猪飼半右衛門、
黒川与兵衛、雨宮次郎右衛門、設楽勘右衛門検分之上他領之
村○○境塚築之儀、此塚武蔵野之方江新開新林不レ可し致し
之。又野守方江新開新林不レ可し令し致之旨双方江証文出し之其
塚今以慥二有し之、武蔵野附川越領村さ一考塚無し之証文不し
出し之侯。依レ是従前之川越領二新畑開し之検地受し之水帳有し之
川越領本高二結之上者、武蔵野新田並立野属一一川越領一縦無し
紛。然則今度訴出百姓非分之至也。川越領之野者尤為二領一
間可レ為二地頭心次第『価為一後証一絵図令二裏書加二印判一双方
江下置之条、永守一一此旨示し可一達犯一者也。
元禄七年甲戌七月什二日
井
三
十
即
印
稲
伊
賀
印
松
美
濃
印
川
摂
津
印
能
出
雲
印
七
一
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二、開拓の進行と土地構成
『一一一富開拓誌』（６）によれば元禄七年（一六九四）川越蘇
主柳沢出羽守保明（吉保）は、その家老曽禰権太夫貞刻に
命じて開拓させた。貞刻は先ず地蔵林（今の富地蔵）を
本
紀
伊
印
戸
能
登
印
松
壱
岐
印
（井一一一十郎は井戸三十郎良弘、対馬守または志摩守で当
時
勘
定
奉
行
。
稲
伊
賀
は
稲
生
伊
賀
守
正
照
で
当
時
勘
定
奉
行
。
松
美
濃
は
松
平
美
濃
守
吉
保
、
即
ち
柳
沢
出
羽
守
保
明
の
こ
と
。
当時御側用人で川越藩主。川摂津は川口摂津守宗恒で、
当
時
江
戸
町
奉
行
。
能
出
雲
は
能
勢
出
雲
守
頼
相
で
当
時
江
戸
町
奉行。本紀伊は本多紀伊守正永で当時寺社奉行。戸能登
は
戸
田
能
登
守
忠
真
で
当
時
寺
社
奉
行
。
松
壱
岐
は
松
浦
壱
岐
守
棟で当時寺社奉行。）（５）
柳沢吉保が川越蘇主となったのが元禄七年（一六九四）
一月、前記争論の裁許状が出たのが同年七月であるから
吉保の着任後間もなく他領との間の争論に判決が出たの
で
あ
る
。
だ
か
ら
吉
保
も
こ
の
原
野
を
放
置
し
て
お
く
よ
り
は
寧
ろ
開
拓
し
て
、
後
々
い
ざ
こ
ざ
が
起
き
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
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七
二
中心に地割に着手した。幅六間の道路を周囲およびその
中心部に直交して設け、これに沿って両側に、また補助
道路に沿って片側に民家屋敷を設けさせた。一戸分の間
口
は
四
○
間
、
奥
行
三
七
五
間
、
約
五
町
歩
の
短
冊
型
と
し
入
植
者に対して、ほぼ各戸均等の面積の土地を与えた。先ず
道
路
に
面
し
た
表
口
を
住
宅
と
し
、
そ
の
後
方
を
畑
地
、
更
に
そ
の後方は山林として残し薪や章の供給源とした。各戸に
於
て
は
更
に
畑
の
中
間
に
縦
に
耕
作
道
を
設
け
、
畦
畔
毎
に
卯
シ
木
を
植
え
さ
せ
た
。
集
落
の
形
態
か
ら
見
れ
ば
両
側
路
村
叉
は
片
側
路
村
の
形
態
を
な
し
て
い
る
。
上
富
村
の
開
発
は
忠
右
衛
門
、
中
富
村
の
開
発
は
喜
平
次
で
共
に
亀
久
保
村
（
三
富
の
北
々
東
約
三
粁
）
よ
り
移
住
、
下
富
村
の
開
発
は
広
右
衛
門
で
大
袋
新
田
（
三
富
の
北
々
西
約
八
粁
）
よ
り
移
住
し
た
。
一
般
村
民
が
何
処
か
ら
ど
の
よ
う
に
し
て
集
め
ら
れ
たかは未だ解明されていない。
元禄七年（一六九四）に開拓に着手し一応元禄九年（一
六九六）には完成。五月に検地が行われた。
元禄九年（一六九六）五月の検地帳（７）により畑の村
別
、
品
等
別
、
面
積
お
よ
び
石
高
を
表
示
す
れ
ば
第
一
表
の
如
く
である。
これによれば開拓当初のことであるだけに下畑、下々
畑
が
圧
倒
的
に
多
い
。
即
ち
下
畑
下
含
畑
の
占
め
る
割
合
を
見
る
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検
地
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品
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面
積
・
石
高
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法
政
史
学
第
一
五
号
と上富八三・五四％、中富七四・七五％、下富は野畑も
加えると九七・一○％となる。
屋敷面積を見ると各戸五畝となっているが例外が三件
あり、それは何れも一○畝で一般の民家の倍になってい
る。その例外はいずれも上富村にあり、萩沢家敷、曽根
屋敷、および忠右衛門である。前二者は川越藩家老の下
屋敷、忠右衛門は開発名主の家である。
畑は均田主義により大体五町歩であるが細かく見れば
多少の出入がある。勿論前一記三家の畑は例外で大体一般
の村民の倍である。
即ち萩沢屋敷は一○町一畝七歩、曽根屋敷は九町四反
八畝六歩、忠右衛門は九町八反一畝二六歩となっている。
萩沢屋敷と曽根屋敷には家守と称する小作管理人を置い
て管掌させた。柳沢侯郡山移封後は多福寺に寄贈されて
今次終戦後の農地改革まで多福寺の所有に属していた。
この三家を除いた一戸当りの畑地面積の最高、最低お
よび平均を表示すれば第二表の如くなる。全体の平均が
一戸五町三反四畝である。（北海道の屯田兵の場合がや
はり一戸当り五町宛の土地が割当てられ開墾された。）
木村礎・伊藤好一氏編『新田村落』の第一二表、元文
元年（一七一一一六）村請新田階層別土地所持状況を見ると
大沼田新田（８）の屋敷持の最大頻数四八・五％は一、五
第２表 一戸当り畑地面積（元禄9年1696の検地帳による）
畑地面積総計｜戸数’一戸当り平均｜最高｜最低
町反畝歩
４４０．３．０．０７
（除三家分）
町反畝
５．５．０
町反畝歩
6．２．３．００
町反畝歩
４．４．３．１１上富 8０
中富 2０９．９ 6．２５１４０ 5．２．５１６．４．０．０５１４．０．１．０５
七
四下富’２５２．５．２．１６１４９ 5．１．５１６．２．２．０７１４．２．１．１１
計 9０２．７．９．１８ 1６９ 5．３．４
註平均は歩以下切捨て
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町や砂川新田（９）においては一、五町で二町を合せて五
一一％と大多数を占めている。また山崎謹哉氏（辺の『大
塚新田（民営新田）の地域榊造』（ｕ）の第四表文化一三
年（一八一六）土地所有構成を見ても一番多いのは一’
一一町の一一一一％であり次に多いのは一反’三反の一一○％で
ある。これに較べて藩営新田である三富新田が如何に好条件
で
あ
っ
た
か
が
知
ら
れ
る
。
前
記
三
新
田
は
い
ず
れ
も
武
蔵
野
台
地上の新田であって自然的条件としては三富新田と大差
なく畑地の承の村落である。
尚、開発当初の状況を知るために『武蔵野古来記』Ｅ）が
あ
る
の
で
次
に
紹
介
す
る
。
武
蔵
野
古
来
記
一、武蔵野御新田元禄九丙子年春御新田御領相済同六月屋舗割
相済畑屋敷御拝領仕侯尤家作普請之儀は八月九月中急度出
来
仕
侯
様
被
仰
付
家
作
仕
候
尤
居
宅
二
間
に
五
間
馬
屋
二
間
に
四
間
家
作
仕
候
様
被
仰
付
侯
、名主忠右衛門家初発に家作仕夫より段を村方惣百姓家作仕
候而罷在申侯註元禄一○年丁丑（一六九七）
、多福寺建立二年目丑年正月十一日細工始同五月六月中寺其
外立物迄建立仕尤諸道具等迄御調被遊候
一、多聞院之儀は多福寺一所に御建立被遊候尤両寺共賃銭被
川越藩における三富の新田開発（永浜）
下人足御坂仕被遊侯尤御合力米五拾俵是は多福寺に拾五俵
は
多
開
院
江
被
下
置
候
一、御普請御奉行地方役三好与左衛門殿八月迄御詰被成其外御
代官
様
方御詰
被
成候
一、多福寺供養御座侯八月五日より七日迄
八月五日寺建立之供養、六日釣鐘供養、七日諸相方引渡供養
御
座
候
一
、
多
福
寺
釣
鐘
但
し
つ
ぎ
は
じ
め
一
番
洞
天
和
尚
二
番
虎
峰
和
尚
三
番
御
家
老
曽
根
権
太
夫
殿
四
番
御
家
中
共
節
餅
つ
き
被
成
大
方
之
事
に
御
座
侯
尤
も
銘
を
被
下
置
候
一、上富村初より二年之内八月迄亀久保村地蔵院旦那御座侯
其
後
多
福
寺
旦
那
罷
成
候
一、中富村下富村右二年之内上富村同前に八月迄大塚村西福寺
旦那御座侯其後多福寺旦那罷成申侯
一、多福寺建立之儀、門より内不残賃銭被下建立被遊候、門よ
り外三富人足罷出あらノー致申候
一、多開院之儀も同年一度御建立出来仕候是茂多福寺通り賃
銭被下置候
一、多福寺境内右御林御座侯
一、多福寺多聞院共御建立出来仕御引渡地方御奉行三好与左衛
門殿御引渡相済申候多福寺多聞院共御普請木、御林に而為
七五
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藩営新田である一一一富は元禄七年（一六九四）開拓に着
手してから五箇年間は粗が免ぜられ、元禄一三年（一七
○○）より納租を開始している。
一、上富村宿之内屋敷割御繩二度請申候
一、八軒家は一度繩請申候
一、松平美濃守様五）御代は高役等之儀は御慈悲以御免被遊候
右之通り武蔵野御新田両寺共に松平美濃守様御取立に御座候
元禄十二卯年
上
富
村
名
主
忠
右
衛
門
（
多
福
寺
釣
鐘
の
つ
ぎ
は
じ
め
一
番
の
洞
天
和
尚
と
は
多
福
寺
の
開
山洞天恵水禅師、二番の虎峰和尚は多福寺第二世虎峰玄章禅
師で柳沢吉保侯の実弟、一一一番曽根権太夫は川越藩家老で当三
富村開拓の最高責任者、松平美濃守は柳沢吉保侯の事）
一、地蔵尊建立五年目に
什四日より祭礼立申侯
法
政
史
学
第
一
五
号
御切被成侯上木之分冠）は江戸廻しに而参申侯
一、建立に付大工木挽家根屋左官御領私領共、御坂被成御使被
遊候
一、三富家作被仰付、式は二間張五間、馬屋二間に四間作侯様
被
仰
付
侯
尤
八
月
九
月
之
内
普
請
出
来
仕
候
様
被
仰
付
侯
一、三富御新田御割付被下侯入谷五右衛門様、名主忠右衛門御
召連御割被遊侯
御新田御検地方、長島喜兵衛様、御代官留笠森右衛門、加藤
大兵衛様右御代官御両人
一、地蔵尊建立五年目に立申候尤祭礼之儀は御新田始年七月
七
六
前記『武蔵野古来記』によれば「松平美濃守様御代は
高役等之儀は御慈悲以御免被遊候」とあるように、柳沢
吉保が川越在任中は高役（正租に対する付加税の一種で
ある高に応じて付加される労役奉仕）も免除されたとあ
る。新田開発には多く、の困難が横たわっていたので右のよ
うな優遇の措置がその代償として与えられたのであろう
同
じ
く
三
富
新
田
開
拓
の
状
況
を
知
る
た
め
下
富
村
明
細
帳孟）を次に掲げる。
下
富
村
明
細
帳
六十二年以前松平美濃守様御検地
一、高八百八十三石七斗壱合
反別二百五十四町九反七畝十六歩
此訳
〆
上
畑
七
反
一
畝
十
二
歩
六
反
一
二
一
一
十
八
文
分米四石二斗八升四合
内六畝十六歩堀敷引寅年御改出反一一二十四文
中畑六町五反二十四歩五反一二一一十二文
分米三十三石一斗三合
内九畝十四歩堀敷引寅年御改出反二二十文
下畑九十四町九反五歩四反一二一十四文
分米三百八十石二斗八升四合
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内一反六畝二十八歩堀敷引寅年御改出反一一十五文
下々畑百四十壱町二反一一一畝十六歩一一一反二十八文
分米四百一一十四石三升四合
内一反二十八歩堀敷引寅年御改出反一一十一文
野
畑
八
町
七
反
九
畝
九
歩
二
反
一
一
八
文
分米十七石五斗八升六合
屋
敷
二
町
四
反
五
畝
歩
十
反
二
六
十
二
文
分米二十四石五斗
分米合八百八十三石七斗一合
御年貢之儀畑別一一取立上納仕候
外
畑一一十五町四反九畝二十九歩丑ノ開発（咽）反二二十六文
畑
四
町
七
反
五
畝
七
歩
卯
ノ
開
発
反
一
一
二
十
六
文
一、当村御年貢元禄十三辰年ヨリ上納仕候尤モ鹿畑故五ケ年
御
年
貢
御
免
被
下
置
候
一
、
御
坂
箇
之
儀
其
後
度
々
御
増
永
被
仰
付
上
納
仕
候
一、永壱貫文ニ付口永三十二文宛相納申候
一
、
御
林
壱
ヶ
所
立
木
松
横
十
間
長
千
八
百
間
一
、
御
並
木
壱
ヶ
所
立
木
松
長
八
百
間
余
一
、
御
並
木
壱
ヶ
所
立
木
ゑ
ご
長
六
百
間
余
一
、
畑
方
作
物
大
麦
小
麦
粟
稗
岡
穂
蕎
麦
芋
蕪
大
根
作
り
申
侯
一、男女かせぎ耕作之外無御座候
一、諸作仕付之儀ぬか灰しもこえ等に而仕附申候
一
、
御
○
木
二
十
五
本
、
前
々
よ
り
納
来
申
候
尤
も
伐
被
下
置
候
川
越
藩
に
お
け
る
三
富
の
新
田
開
発
（
永
浜
）
一、人馬御役勤高役に勤来り申候
で尾張様清戸村江御成之節人馬高役に勤来り申候
一、名主役村高十分一諸役御引被下勤来り申候
一、組頭役当村屋敷一軒分之役引に勤来り申候
一、名主御用二付川越御役所江罷出候節は馬壱疋永戈御免被下
置
候
一、井戸三ヶ所修覆之節前をより樫木被下置候名主井
一、当村東西東上富村へ相続申侯西御他領神谷へ村続に
御
座
侯
、
南
北
南
御
他
領
所
沢
村
へ
壱
里
北
御
他
領
分
両
赤
坂
村
へ壱里
当
村
よ
り
江
戸
日
本
橋
江
道
法
拾
里
当
村
よ
り
川
越
御
城
下
迄
道
法
三
里
当
村
よ
り
情
戸
村
江
道
法
二
里
半
一
、
金
弐
両
弐
分
是
は
村
中
よ
り
出
し
申
侯
定
夫
○
○
一
、
金
弐
両
是
は
名
主
為
助
合
村
中
よ
り
出
申
候
一、家数合六十軒
内
一
軒
名
主
五
十
四
軒
本
百
姓
五
軒
家
守
一
、
総
人
数
三
百
五
拾
六
人
男
百
二
十
四
人
女
百
二
十
二
人
童
百
九
人
男
道
心
一
人
一
、
馬
数
二
十
五
疋
内
栗
毛
十
疋
鹿
毛
十
疋
白
毛
五
疋
右之通》
御城主様御代を書上候通相違無御座侯此度分米等御差図之通、
七七
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三、集落立地としての飲料水の問題
三富新田は所謂武蔵野台地上の原野を開墾して陸稲栽
培を主とす新田開拓を行ったわけであるが、集落立地上
最
も
重
要
な
飲
料
水
に
就
て
は
非
常
な
苦
心
を
し
た
の
で
あ
る
。
多福寺開山洞天恵水和尚の名も何かこの問題と関係があ
るような気がする。三富の位置を見るのに、三富の中心で
ある多福寺より南東方、柳瀬川の一支流亀力谷村の南方
ト
シ
ト
ヲ
ズ
ガ
ワ
を流れる川まで約四粁、また北西方不老川まで四粁強、北
東新河岸川まで六粁という距離にある。（海抜高度は最高、
中富、下富の南西端六○米、最低は上富の北端八軒家が三五米、
大体に於て平担な、南西に高く北東に低い地形である。）
この地の開拓に当り柳沢侯は、多福寺を中心として遠
く箱根ヶ崎（南西一三粁）の池より上水を引く計画を立
てたが遂に成功しなかったという。今尚その堀敷の痕跡
がある。
書
加
へ
差
上
申
侯
以
上
二七五五）
宝
暦
五
年
亥
三
月
下
富
村
法
政
史
学
第
一
五
号
百同組名
姓
代断頭主
広
右
衛
門
七郎右衛門
庄
右
衛
門
儀
右
衛
門
印印印印
七
八
三富住民の飲料水は井戸を掘鑿してこれに頼る外なか
った。『三富開拓誌』によれば開拓当初掘鑿された井戸（Ⅳ）
は、多福寺中庭、多聞院、および八軒家各々一、上冨二、
中富三、下富一一一の計一一井、これを元禄九年の検地帳に
載せる屋敷数一七二と多福寺、多開院を加え一七四屋敷
で使用したと見れば一弁当り約一五戸となる。如何に不
自由であったか想像することができる。
「武蔵野の茅湯」盆）というのは開拓の当初井水の乏し
いのに困窮し、茅を刈り日蔭に干し、これで手足を拭き
取り入浴に代えたという。
飲料水は開拓当初は馬に樽を積んで柳瀬川まで約四粁
を運搬して給水したという。その樽が中富村、長谷川英
氏方に所蔵してあると『三富開拓誌』に記載してあるので
訪問したが既に多福寺に寄贈したということであった。
長谷川英氏の話によると、円筒形で口の直径二八糎、高
さ一米弱、厚さ二糎位の板で作ってあり、これを四個馬
の背につけて水を汲承に行ったという。
武蔵野台地は厚いローム層があり、その下に洪積世の
初期に堆積された砂礫層があり、その下が粘土層で不透
水層をなしている。（、）従って井戸を掘ることも非常な
困難があったと見える。この近くに掴兼という村がある
が
蓋
し
井
戸
を
掘
り
か
ね
た
こ
と
か
ら
地
名
に
な
っ
た
の
で
あ
る
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第３表八軒家の開発地（元禄12年1699）
うか。（釦）（そうではないという説もあるが）毎）
尚、矢島仁吉博士は『武蔵野の集落』の中で「三富新
田の開拓過程と飲料水問題」の節で、詳細な井戸の実測
を表示され、地理学的立場から考察しておられる。
上畑 中畑 下畑 下を畑 計川越
藩
に
お
け
る
三
富
の
新
田
開
発
（
永
浜
）
四、其の後の開発
１
八
軒
家
の
開
発
畝歩
6９．０７
畝歩
1440.05
畝歩
2866.07
畝歩
4３７５．１９実面積
％ 6５．５０1．５８ 3２．９１ 9９．９９
柳
沢
侯
の
三
富
開
拓
計
画
の
一
部
と思われるものに、八軒家の
成開拓がある。これは元禄一二
脈年二六九九）の開拓である。
よ
上
富
村
の
六
間
道
路
が
南
東
よ
り
朧北西に延びて多福寺の前を通
鋤り急に方向を転じて北へ延び
耐たあたりの西側にある集落が
ｊ八軒家である。ここは『一一一富
繍開拓誌』によれば屋敷数入、
論いずれも五畝宛の屋敷地が与
尼えられている。
土
地
の
構
成
を
見
る
に
上
畑
は
全
く
な
く
下
々
畑
が
六
五
・
五
○
％
で
最
も
多
い
。
下
畑
下
々
畑
を
第４表
下冨村の開発（延享２年1745）
合せると九八・四一％となる。
一戸当りの最高は五町五反一一一畝二六歩、最低は五町四
反
六
畝
二
歩
、
大
部
分
が
五
町
五
反
以
上
と
な
っ
て
い
る
。
これは屋敷面積、畑地面積等から考察して元禄七年Ｃ
六九四）乃至同九年（一六九六）の開発と同じ計画であ
り、後隆追加されたものであろう。
２
下
富
村
の
丑
の
開
発
延
享
二
年
二
七
四
五
）
下
富
村
の
開
発
が
あ
る
。
多
福
寺
蔵
『入間郡下富村武蔵野新開検地野帳』を見ると一一一六筆三五
名の者の開発で一一五町四反九畝二九歩、外一畝六歩卒馬
捨
場
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
表
示
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
畑地開発面積 開発者数 註
３町以上 名主１名
組頭２を
含む２町禾満１町以上 ６〃
９反未満８反以上 ２〃
５反未満４反以上 ２４〃
４反未満３反以上 ２〃
｢入間郡下富村武蔵野新開検地野帳」
(多福寺文書）により作成
七九
即
ち
三
町
以
上
開拓した者一、
こ
れ
は
名
主
広
右
衛
門
、
二
町
未
満
一
町
以
上
の
者
六、うち二名は
同
野
帳
の
表
紙
に
案
内
人
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
庄
右
衛
門
、
七
郎
右
衛
門
で
い
ず
れ
も
組
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法
政
史
学
第
一
五
号
頭、最も多数を占めているのは五反未満四反以上の二四
名である。
当
時
の
下
富
村
の
戸
数
が
わ
か
ら
な
い
が
元
禄
九
年
（
一
六
九
六
）
の
検
地
帳
に
よ
る
と
四
九
戸
、
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
（
一
八
一
○
年
起
稿
、
一
八
二
八
年
完
成
）
に
よ
る
と
七
八
戸
と
な
っ
て
いる。延享二年は一七四五年だから丁度前二者の中間に
当
る
。
従
っ
て
四
九
戸
と
七
八
戸
の
中
間
を
と
れ
ば
六
三
戸
と
な
る
。
正
確
な
こ
と
は
史
料
が
な
い
の
で
わ
か
ら
な
い
が
大
体
六
○
数戸位と想定してよいのではなかろうか。とするとその
う
ち
の
約
半
数
強
が
開
発
に
従
事
し
て
い
る
。
ま
た
開
発
の
面
積
は
当
時
の
村
内
に
於
け
る
発
言
力
の
大
小
を
表
現
す
る
と
見
ら
れ
る。前
表
を
参
考
に
村
民
の
階
層
を
考
え
れ
ば
１、名主層（最上層）
２、村役人階層（上層）
３
、
村
役
人
に
次
ぐ
階
層
（
準
上
層
）
４、中堅層（最も多い）
５
、
中
堅
層
に
次
ぐ
階
層
６
、
開
発
に
従
事
せ
ざ
る
階
層
と
い
う
よ
う
に
分
化
し
て
来
た
こ
と
が
見
ら
れ
る
。
元
禄
七
年
の開発の際は皆同一で五町歩の土地が与えられたがその
後五○年を経た延享二年にはこのように階層が分化して
来たことが見られる。
下
富
村
の
明
細
帳
に
あ
る
卯
の
開
発
に
就
て
は
史
料
が
な
い
か
ら
わ
か
ら
な
い
が
延
享
四
年
二
七
四
七
）
丁
卯
の
開
発
で
あ
ろ
うと思う。上富村に延享四年卯年の開発の史料がある。
３、上富村の卯の開発（見取場）
多福寺蔵「武州入間都武蔵野上富村永帳」によると延
享
四
年
二
七
四
七
）
卯
年
御
開
発
見
取
場
と
い
う
の
が
付
い
て
いる。この開発は三九筆、従事した者は一一六戸となって
いる。当時の上富村の戸数は解らないが前の場合と同様
に、元禄九年（一六九六）検地帳で調べると中組六一一戸
永久保一二戸、計八一一一戸、それに元禄十一一年（一六九九）
開発の八軒家の八戸を加えると九一戸、新編武蔵風土記
稿によると二○余戸となっているのでその中間をとる
と大体一○○余戸となる。
楓て延享四年の開発は一一六戸だから上富村の戸数の約
四分の一しかこれに従事していない。この四分の一の二
六戸は村内でも有力な層であろうｐ
これを表示すれば第五表の如くである。
表中のＪとＫとは合同で一町一一一歩の開発をしている
のでこれを等分にして五反一○歩ずつとし、夫々Ｊは六
八畝○四歩プラス五○畝一○歩計一一八畝一四歩、Ｋは
六九畝一○歩プラス五○畝一○歩計一一九畝一一○歩とし
八○
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て開発面積によりその開発者数を調べると第六表のよう
になる。
即ち一町以上開発の二名は村内の最有力者であろう。
大部は一反未満で一五戸、約五八％に当る。
尚この開発には元禄一二年開発の八軒家の者は含まれ
ていない。
出発点は皆約五町歩ずつの面積であったが五十年も経
川
越
藩
に
お
け
る
三
富
の
新
田
開
発
（
永
浜
）
第５表上富村延享４卯年（1747）の開発
による個人別開発面積と筆数
氏名｜字名 開発面積と筆 計
畝歩
８．２９
畝歩
８．２９
組
〃
〃
〃
〃
〃
〃
中ＡＢＣＤＥＦＧＨＩＪＫＬＭＮＯＰＱＲＳＴＵｖＷＸＹＺⅨ
８．２９ ８．２９
８．２９ ８．２９
８．２９ ８．２９
８．２９ ８．２９
８．２９ ８．２９
８．２９ ８．２９
9.05＋9.05＋９．０５
保
〃
〃
〃
〃
久
〃
〃
〃
〃
永
2７．１５
9.05 ９．０５
6８．０４ 6８．０４
6９．１０ 6９．１０
９．０５ ９．０５
８．２９ ８．２９
９．０５ ９．０５
9.05＋９．０５＋８．１７ 2６．２７
9.05＋８．０２ 1７．０７
第６表上富村延
享４年(1747)開発
8.29＋８．２２＋８．０７過すると階層の分化して来た事が知られる。
組
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
中
2５．２８
8.29＋8.29＋９．０５＋9.0 3６．０８
8.29＋８．２９ 1７．２８面積段階別表
８．２９ ８．２９
９－１１ ９．１１
1０．０８ 1０．０８
9.05＋９．０５ 1８．１０
８．０７ 8.07蘭
簡
碕
鼎
以
庫
Ⅸ
Ｆ
灰
戸
灰
Ⅸ
房
以
辰
9.05＋９．０５＋9.05＋９．０ 36.20
9.05 ９．０５
1００．２１ 1００．２１
八
一
計 5９０．０５ハブ
ロ
］ ０
一
６
延享４年上富村永帳（多福寺文書）により作成
延享４年上富村永帳(多
福寺文書)により作成
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法
政
史
学
第
一
五
号
４
中
富
村
拾
間
林
の
開
発
所
沢
市
史
（
空
に
中
富
村
新
田
検
地
水
帳
が
出
て
い
る
の
で
次
に掲げておく。
字拾間林
一
、
下
畑
壱
町
歩
嘉
平
次
一
、
下
畑
壱
町
六
反
八
畝
拾
歩
平
八
右之寄
高拾石七斗三升三合
反
別
弐
町
六
反
八
畝
十
歩
右之者武蔵国入間郡中富村林地開発之所町方依頼名主組頭百
姓代為案内六尺壱歩之間竿を以同検地者也
二
八
四
四
）
天保十五年甲辰年十月
』」こでは僅か二人だけの開発であり、平八は名主であ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
（
案
内
名
主
平
八
、
組
頭
六
兵
衛
宇兵衛、百姓代平右衛門とあることによって知られる）
嘉平次はどういう者か不明だが、名主級の村内有力者
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
以
上
元
禄
七
年
’
九
年
の
藩
営
開
発
の
後
も
勤
勉
な
る
村
民
に
よって漸次開発が行われていった。元禄一二年の八軒家
は藩営であるがそれ以後の三件は民営の開発であろう。
しかもそれを行ったのは村内の有力者達であった。例が
五、年貢の問題
年
貢
の
反
当
賦
課
の
変
化
の
状
況
を
表
に
ま
と
め
て
ふ
る
と
第
七表の如くなる。元禄九年（一六九六）検地と天保一五
年（一八四四）検地とが石高で、下畑に於てはいずれも
四
斗
と
な
っ
て
お
り
変
り
は
な
い
。
石
高
は
農
業
生
産
力
（
畑
の
場合は岡穂・麦・大豆・或は茶・桑樹等）を米に換算し
て
定
め
た
も
の
で
、
貢
租
の
基
準
量
で
あ
る
。
こ
れ
も
他
よ
り
極
めて低く見積られている。
正
徳
元
年
（
一
七
二
）
と
宝
暦
五
年
（
一
七
五
五
）
は
永
で
四○数年間に屋敷は三・一倍、上畑は一一・五倍強、中畑
は一一・五倍弱、下畑は二・四倍、下々畑一一・一一五倍と、
倍率が屋敷は最も高く、以下上畑、中畑、下畑、下☆畑
の順に漸次倍率も少くなっている。此の間に大きな開き
があるのは此の間に検地の改定があった為であろう。
託宝暦五年二七五五）と安政四年（一八五七）とでは
約
一
○
○
年
も
経
っ
て
い
る
の
に
僅
少
の
上
昇
し
か
見
ら
れ
な
い
のはどうした訳だろうか。
児玉博士（翌によれば検地によって定められた石高は
大名の勢力の規準となるもので、将軍が封地を与える時
少ないため結論を出すことは危険であるが、今まで触れ
ら
れ
て
い
な
い
の
で
こ
こ
に
紹
介
し
た
の
で
あ
る
。
八
一
一
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第７表反当り年貢の高
鰯 元禄９年（1696） 正徳元年（1711） 宝暦５年（1755） 天保15年（1844） 安政４年（1857）川越藩における三富の新田開発（永浜）
111腱口岼 上富’八軒家|開発(見取場）40文 38文＊２畑畑畑畑畑敷々上中下下野屋 二妻判 文文女７１１２２２23文64文’６４文
鑑篝|騨縢亀中富村拾間林新田検地水帳(所沢市史） 上富村永帳(多福寺文書）史料
天保６未（1835）年３文増永
天保６未（〃）年５文増35文
弘化４未（1847）年３文増
開発とあって上、中、下、下犬の品等はない。多分延享４年（1747）の開発
（見取場）の分のことであろう。
碁１．
器２．
も、大名が軍役を負担する時にもｖこれを土台とする。
検
地
事
業
は
非
常
な
経
費
と
年
月
と
を
要
す
る
こ
と
も
原
因
で
は
あ
る
が
、
ま
た
大
名
が
無
断
で
や
っ
て
石
高
を
変
更
す
る
こ
と
は
許されないので一藩全体の検地の如きは容易に行われた
かった。しかし耕地の欠損も生ずれば新開地もできるの
で、部分的には度々行って修正をする必要があった。そ
の場合でも本来の石高は表向きには存置しておいて、石
盛
や
、
貢
租
の
率
の
方
で
手
加
減
を
し
た
り
し
た
。
そ
う
い
う
訳
で余り変化がないのではなかろうか。
結
三ｍ
以上元禄七年より九年に至る藩営新田開発としての一一一
富村に就て述べ、更にその後に於ける民営開発の状況を
主として開発耕地面積の大小より農民の階層分化の様子
を
眺
め
て
来
た
の
で
あ
る
が
、
限
ら
れ
た
史
料
で
あ
り
浅
学
非
才
の
た
め
充
分
に
意
を
つ
く
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
尚
時
間
的
制約もあり不本意ではあるが一応筆をおくことにする。
先学諸兄の御鞭燵を得て後日を期したい。（一九六二年
七月二七日）
註ｌ
菊
地
利
夫
氏
「
新
田
開
発
」
第
二
章
木
村
礎
、
伊
藤
好
一
氏
編
「
新
田
村
落
」
２
矢
嶋
仁
吉
博
士
箸
「
武
蔵
野
の
集
落
」八三
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３三富はサントメと読む。古くは「留」の字を書いたのもあ
る。「富」の起源については「三富開拓誌」に論語子路篇の
文を引用してあるが、脱字が多くて意味がとり難いのでそれ
を
補
い
こ
こ
に
掲
げ
て
お
く
。
子適衛。門有僕。子日。「庶芙哉」。再有日。「既庶突。又
何加篇」日。「富之。」日。「既富笑。又何加篇。」日。「教
之。」
村を富ますことを第一とし又教学の中心として多福寺、多聞
院
を
建
立
し
た
の
で
あ
る
。
岸伝平著「川越藩政と文教」（川越叢書第十巻）にも引用し
てある。
４
三
富
史
蹟
保
存
会
編
「
三
富
開
拓
誌
」
（三富史蹟保存会々長柳沢玄蔵氏が主に執筆しておられる）
５読史備要による。
６三富史蹟保存会編「一一一富開拓誌」
７
武
州
入
間
郡
武
蔵
野
上
富
村
検
地
帳
同
中
富
村
検
地
帳
同
下
富
村
検
地
帳
いずれも元禄九丙子年。（多福寺蔵文書）
８大沼田新田は多摩郡に属し多福寺より南方一○粁にある村受
新田。
ｇ砂川新田も多摩郡に属し多福寺より南西一五粁にある村受新
田。
⑩地方史研究協議会発行「地方史研究」蛆（一九六○年二月）
所
載
山
崎
護
哉
氏
「
検
地
と
土
地
所
有
か
ら
ゑ
た
武
州
入
間
郡
大
塚新田の地域構造」
、
大
塚
新
田
は
入
間
郡
に
属
し
武
蔵
野
台
地
北
東
部
多
福
寺
の
北
を
西
八粁。 法
政
史
学
第
一
五
号
八・四
右一一一新田共水田はなく畑の承で三富新田の場合とほ型同条件
の
所
Ｐ
、「武蔵野古来記」は前記「三富開拓誌」にあり。同書の編纂
後録によれば「武蔵野古来記は故山崎代助氏が生前浄書し置
きたるものを、山崎豊司氏から提供されたり」とある。
、上木之分は江戸廻しに而参申侯とあるがこれは江戸の材木
商より新河岸川を遡上し来てそれより陸路三富村へ運搬した
由。
必松平美濃守とは柳沢出羽守保明のこと。後松平の姓を許され
綱吉の吉の字をもらって吉保と称した。
お前掲「三富開拓誌」所載。多福寺蔵文書。
巧丑ノ開発とあるのは延享二年Ｃ七四五）乙丑の開発で、多
福寺蔵文書「入間郡下富村武蔵野新開検地野帳」と面積が一
致する。
Ⅳ
前
掲
「
三
富
開
拓
誌
」
一
二
七
頁
尚、前掲矢嶋博士の「武蔵野の集落」にもこれから引用し
て
お
ら
れ
る
。
烟前掲「三富開拓誌」一二八頁
Ｐ前掲矢嶋仁吉博士の「武蔵野の集落」
村
本
達
郎
箸
埼
玉
県
新
誌
（
日
本
書
院
の
郷
士
新
書
）
，
、「武蔵三芳野名勝図会下之巻」桜斎中島孝昌輯箸
（享和辛酉年の序文がある）
（埼玉叢書巻一、埼玉県史編纂事務所編輯者、柴田常惠、
稲村卸元）
皿
「
多
濃
武
の
雁
」
陽
盛
胤
繍
子
選
著
（宝暦三癸酉秋八月の序文がある）
（埼玉叢書、巻二、以下右に同じ）
翠所沢市史（昭和一一一一一年三月発行）一一一○二頁
お児玉幸多博士箸「近世農民生活史」一九頁
（都立松原高等学校勤務）
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